社会福祉法人北アルプスの風　「地域密着型介護老人福祉施設リーベおおにわ」
平成３０年度事業計画

1． 基本理念
介護には一つの答えがあるわけではありません。その人の個性に寄り添ってより良いケアを常に考えていきます。
〇家族とともに、その人らしく生き生きとした生活ができるように支援していきます。
〇その人の尊厳を守り、意思を尊重して楽しく笑顔で生活できるように支援していきます。
〇人生の最終章を生ききることができるよう、職員も一緒に考えて常により良いケアを求めていきます。

2． 目標
1 入所者と職員がお互いの信頼関係を構築して、家族とともに一人一人にあった生活が継続できるように支援する。
2 職員間の交流を図るとともに、研修を充実させ、誰もが一定のレベルの支援ができるようにしていく。
3 地域の方の力を活用して、創作活動を行い充実した時間をもてるように支援する。

3． 事業計画
1 月間行事計画
	５月
	5日―端午の節句会食　　　　誕生日を祝う会
	[bookmark: _GoBack]多目的室

	6月
	中旬―家族交流会　　　　　　
	

	7月
	下旬―土用の丑の日鰻会食　　誕生日を祝う会　
	施設ベランダで

	8月
	中旬―夏祭り　　　　　　　　
	施設駐車場

	9月
	中旬―敬老祝賀会　　　　　　誕生日を祝う会
	多目的室

	10月
	中旬―お月見会　　　　　　　
	ユニット

	11月
	初旬―紅葉見学　　　　　　　誕生日を祝う会
	島立小学校

	12月
	クリスマス会、年忘れ会食　　誕生日を祝う会
	ユニット

	１月
	１日－お正月　　　　　　　　
（おせち料理をいただき、新年をお祝いします。）  
	多目的室

	２月
	3日― 節分　　　　　　　　　誕生日を祝う会
（施設内で豆まきを行います。）
	ユニット

	３月
	3日―ひなまつり　　　　　　誕生日を祝う会
（おひなさま飾りをつくり、飾り付けを行います。）
	ユニット





2 みんなのカフェの活用
家族のだんらんや地域交流の活用を考え、生活の充実を図っていく。
　　　　毎月1回以上は、喫茶を開くこととする。（原則として、第３木曜日）
　　　　第１、第２金曜日には、創作活動の日とします。ペーパークラフトや園芸等を計画していく。

3 リーベおおにわのお便り発行
３ヶ月毎にお便りを発行して、家族との交流に役立てたい。

4 運営推進会議の開催
６月、８月、１０月、１２月、２月に開催する予定である。

5 避難訓練
年２回実施をいたします。７月と３月を予定している。

4． 個別支援計画の作成と実施
入所1か月は暫定ケアプランで行うが、その後はユニットスタッフと連携してケアプランを立てて本人および家族の同意を得て支援をしていく。

5． 研修計画
職員研修として以下の内容の研修を行うとともに、外部研修も積極的に受けられるようにしていく。
	開催月
	内　　　容
	担当

	５月
	身体拘束をしないために
	尾台

	７月
	移動介助、入浴介助の方法
	ユニットリーダー

	９月
	認知症の理解
	尾台

	11月
	感染予防について
	伊藤

	1月
	終末期の症状の理解
	尾台



6． その他
慣れない環境での生活が始まって、職員も入所者も落ち着かないが、出きるだけ普段の生活が継続できるように支援をしていく。






　　　　
